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令和５年横審第３６号 

裁    決 

遊漁船ＡボートＢ衝突事件 

 

受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

指定海難関係人  ｂ 

職  名 Ｂ釣り客 

 

本件について、当海難審判所は、理事官松村徹出席のうえ審理し、次

のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

  

理    由 

（海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和５年７月２３日１１時１９分 

愛知県豊浜漁港小佐地区南方沖合 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 遊漁船Ａ        ボートＢ 

総 ト ン 数 ０.８トン        

登 録 長 ６.９３メートル     ２.８６メートル 
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機関の種類 電気点火機関    

出    力 ２９キロワット   

３ 事実の経過 

Ａは、船尾部中央に船外機を有する和船型のＦＲＰ製遊漁船で、船

尾甲板上にＧＰＳプロッターを備え、ａ受審人が１人で乗り組み、レ

ンタルボートのえい航の目的で、船首０.３メートル船尾０.７メート

ルの喫水をもって、令和５年７月２３日１１時０９分愛知県豊浜漁港

小佐地区を発し、同地区南方沖合の釣り場（以下「豊浜南釣り場」と

いう。）に向かった。 

ところで、Ａの遊漁船業は、ａ受審人が所有する釣り客を乗せたレ

ンタルボートを、豊浜漁港小佐地区から豊浜南釣り場までえい航し、

適宜錨泊させて釣りを行わせたのち、釣り客からの電話を受けて収容

に赴き、同地区までえい航して戻るものであった。 

また、ａ受審人は、発航に先立ち、ｂ指定海難関係人が乗ったＢを

えい航し、同日１０時３０分豊浜港南防波堤灯台（以下「南防波堤灯

台」という。）から１２９度（真方位、以下同じ。）１,１００メー

トルの地点付近で、重さ約４キログラムのストックアンカーを水深約

１０メートルの海中に投じ、同アンカーに接続した直径約１２ミリメ

ートル長さ２５メートルの合成繊維製錨索を約１５メートル延出して

船首のアイに係止し、船首が南方を向いた状態で錨泊を開始させた。 

ａ受審人は、豊浜南釣り場に到着したのち、Ａの船舶所有者が所有

する非自航式で釣り客４人が乗った登録長６.８４メートルのＣと称

するレンタルボートを、Ａの船尾から出した約２メートルのえい航索

でえい航し、同船の船尾からＣの後端までの距離が約９メートルとな

った引船列（以下「Ａ引船列」という。）を構成し、帰航のためにそ

の釣り場を発進し、１１時１７分僅か過ぎ南防波堤灯台から１３７度
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１,３５０メートルの地点で、針路を３４７度に定め、５.０ノットの

速力（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行し、正船首

３００メートルのところに、Ｂを認めた。 

ａ受審人は、約３０メートルの距離に接近した時点でＢを避航する

こととして続航し、１１時１７分半僅か過ぎ南防波堤灯台から１３５

度１,２６０メートルの地点に達したとき、Ｂが正船首２００メート

ルのところとなり、自らが錨泊させていることから、錨泊しているこ

とが分かる状態で、その後Ｂと衝突のおそれがある態勢で接近する状

況であったが、同船と接近するまでにまだ距離があると思い、Ｂに対

する動静監視を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

こうして、ａ受審人は、Ｂを避けることなく進行し、１１時１９分

南防波堤灯台から１２９度１,１００メートルの地点において、Ａ引

船列は、原針路及び原速力のまま、Ａの左舷船首部がＢの左舷船尾部

に、後方から７７度の角度で衝突した。 

当時、天候は晴れで風力１の南風が吹き、潮候は下げ潮の中央期に

当たり、視界は良好であった。 

また、Ｂは、かい等及び推進器並びに錨泊中であることを示す黒色

球形形象物を装備しないＦＲＰ製レンタルボートで、ｂ指定海難関係

人が１人で乗り、釣りの目的で、救命胴衣を着用し、船首０.１メー

トル船尾０.２メートルの喫水をもって、同日０５時００分Ａにえい

航されて豊浜漁港小佐地区を発し、豊浜南釣り場に向かい、同釣り場

に到着したのち、前示のとおり錨泊した。 

ｂ指定海難関係人は、船尾の渡し板に腰をかけた姿勢で釣りを行い、

１１時１７分半僅か過ぎ衝突地点で、船首が２７０度を向いていたと

き、左舷船尾７７度２００メートルのところにＡ引船列を視認するこ

とができ、その後同引船列が自船と衝突のおそれがある態勢で接近す
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る状況であったが、見張りを十分に行わなかったので、このことに気

付かなかった。 

ｂ指定海難関係人は、注意喚起信号を行わずに錨泊を続け、Ｂは、

船首が同じ方向を向いたまま、前示のとおり衝突した。 

衝突の結果、Ａは左舷船首部外板に擦過傷を生じ、Ｂは左舷船尾部

外板に亀裂等を生じ、浸水して沈没し、のちに引き揚げられた。 

 

 （航法の適用） 

 本件は、豊浜漁港小佐地区南方沖合において、航行中のＡ引船列と錨

泊中のＢが衝突したもので、衝突地点付近の海域には特別法である海上

交通安全法及び港則法の適用がないことから、一般法である海上衝突予

防法が適用されることとなる。 

 海上衝突予防法には、航行中の船舶と錨泊中の船舶との関係について

の航法規定がないことから、本件は、同法第３８条及び第３９条の船員

の常務により律するのが相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件衝突は、豊浜漁港小佐地区南方沖合において、航行中のＡ引船列

が、動静監視不十分で、錨泊中のＢを避けなかったことによって発生し

たが、Ｂが、見張り不十分で、注意喚起信号を行わなかったことも一因

をなすものである。 

 ａ受審人は、豊浜漁港小佐地区南方沖合において、Ｃをえい航して帰

航中、Ｂを認めた場合、衝突のおそれの有無を判断できるよう、同船に

対する動静監視を十分に行うべき注意義務があった。ところが、同人は、

Ｂと接近するまでにまだ距離があると思い、同船に対する動静監視を十

分に行わなかった職務上の過失により、錨泊中のＢと衝突のおそれがあ



 －5－

る態勢で接近する状況に気付かず、同船を避けることなく進行して衝突

を招き、Ａ及びＢ両船にそれぞれ損傷を生じさせ、Ｂを沈没させるに至

った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和６年３月２６日 

     横浜地方海難審判所 

          審 判 官  丸  田     稔 

 

 


